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国
際
連
合
人
権
理
事
会
の
小
保
方
智
也
特
別
報
告
者
（
現
代
的
形
態
の
奴
隷
制
担
当
）
は
、
本
年
七
月
十
九
日
付
の
報
告
書

の
中
で
、
「
本
職
は
、
中
華
人
民
共
和
国
（
中
国
）
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
お
い
て
、
ウ
イ
グ
ル
人
や
カ
ザ
フ
人
、
そ
の
他

の
少
数
民
族
に
よ
る
強
制
労
働
が
、
農
業
や
製
造
業
と
い
っ
た
産
業
分
野
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
と
結
論
付
け
る
こ
と
は
妥

当
と
考
え
る
」
「
過
度
の
監
視
、
虐
待
的
な
生
活
環
境
及
び
労
働
環
境
、
拘
禁
に
よ
る
行
動
制
限
、
脅
迫
、
肉
体
的
・
性
的
暴

力
及
び
そ
の
他
の
非
人
間
的
又
は
屈
辱
的
な
扱
い
を
含
む
、
被
害
を
受
け
た
労
働
者
が
強
制
労
働
中
に
行
使
さ
れ
た
実
力
の
態

様
や
程
度
を
考
え
る
と
き
、
幾
つ
か
の
事
案
は
、
人
道
に
対
す
る
罪
と
し
て
の
奴
隷
化
に
相
当
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
さ
ら
な

る
独
立
し
た
分
析
に
値
す
る
」
と
述
べ
た
。
小
保
方
特
別
報
告
者
の
衝
撃
的
な
報
告
は
、
世
界
各
国
で
広
く
報
道
さ
れ
た
。 

 

令
和
三
年
二
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
三
分
科
会
で
、
中
国
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
人
の
強
制
労
働

に
関
す
る
本
職
の
質
問
に
対
し
て
茂
木
敏
充
外
務
大
臣
（
当
時
）
は
、
「
松
原
委
員
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
例
え
ば
一
つ
の
製

品
、
こ
れ
を
購
入
す
る
に
し
て
も
、
単
に
そ
の
製
品
が
い
い
か
悪
い
か
だ
け
で
は
な
く
て
、
ど
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
そ

の
製
品
が
作
ら
れ
た
か
、
ま
た
、
そ
こ
に
ど
ん
な
原
材
料
が
使
わ
れ
て
い
る
か
、
人
権
で
あ
っ
た
り
気
候
変
動
、
普
遍
的
な
価

値
、
こ
う
い
っ
た
も
の
に
基
づ
い
た
企
業
行
動
が
取
ら
れ
て
い
る
か
、
極
め
て
重
要
な
視
点
に
な
っ
て
く
る
の
は
間
違
い
な
い



 

２ 

 

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
た
。 

 

そ
こ
で
お
尋
ね
す
る
が
、
日
本
企
業
が
海
外
で
強
制
労
働
等
の
人
権
侵
害
に
関
与
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
ま
た
、
強

制
労
働
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
製
品
が
我
が
国
に
輸
入
さ
れ
る
事
態
を
阻
止
す
る
た
め
、
政
府
は
い
か
な
る
実
効
性
あ
る
施
策

を
講
じ
た
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


